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1. 平成29年3月期第1四半期の連結業績（平成28年4月1日～平成28年6月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

29年3月期第1四半期 109,880 △3.4 8,102 10.4 7,640 △4.6 3,966 ―
28年3月期第1四半期 113,708 5.6 7,338 0.5 8,009 2.5 △346 ―

（注）包括利益 29年3月期第1四半期 △6,145百万円 （―％） 28年3月期第1四半期 2,140百万円 （△46.2％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

29年3月期第1四半期 43.49 43.48
28年3月期第1四半期 △3.81 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

29年3月期第1四半期 354,080 212,590 57.1
28年3月期 363,343 221,750 58.0
（参考）自己資本 29年3月期第1四半期 202,131百万円 28年3月期 210,578百万円

2. 配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無 

 

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

28年3月期 ― 30.00 ― 30.00 60.00
29年3月期 ―
29年3月期（予想） 30.00 ― 30.00 60.00

3. 平成29年 3月期の連結業績予想（平成28年 4月 1日～平成29年 3月31日）  
（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無  

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 214,000 △9.2 10,000 △38.1 10,500 △33.8 6,500 ― 71.27
通期 444,000 △6.8 26,000 △24.9 27,000 △22.1 18,500 230.9 202.85



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無 

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有 
（注）詳細は、添付資料Ｐ．３「サマリー情報（注記事項）に関する事項」をご覧ください。 

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（注）詳細は、添付資料Ｐ．３「サマリー情報（注記事項）に関する事項」をご覧ください。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、四半期連結財務諸表に
対する四半期レビュー手続が実施中です。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

※ 注記事項

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有
② ①以外の会計方針の変更 ： 無
③ 会計上の見積りの変更 ： 無
④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 29年3月期1Q 94,234,171 株 28年3月期 94,234,171 株
② 期末自己株式数 29年3月期1Q 3,032,555 株 28年3月期 3,033,963 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 29年3月期1Q 91,200,533 株 28年3月期1Q 91,044,824 株
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第１四半期連結累計期間の業績につきましては、連結売上高は109,880百万円と、前年同四半期に比べ3,828百

万円(△3.4％)の減収となりました。利益につきましては、連結営業利益は8,102百万円と、前年同四半期に比べ

764百万円(10.4％)の増益となりました。連結経常利益は7,640百万円と、前年同四半期に比べ369百万円(△4.6％)

の減益となりました。親会社株主に帰属する四半期純利益は3,966百万円と、前年同四半期に比べ4,312百万円(前

年同四半期は親会社株主に帰属する四半期純損失346百万円）の増益となりました。

 

セグメントの業績は、次の通りであります。

（日本）

 客先生産台数の減少や、円高の影響などにより、売上高は60,133百万円と、前年同四半期に比べ3,301百万円

(△5.2％)の減収となりました。営業利益は、合理化努力があったものの、売上高の減少などにより1,258百万円

と、前年同四半期に比べ1,367百万円（△52.1％)の減益となりました。

 

（北米）

 円高による為替換算上の影響などにより、売上高は28,006百万円と、前年同四半期に比べ3,685百万円

(△11.6％)の減収となりました。営業利益は、売上高の減少などにより2,291百万円と、前年同四半期に比べ165百

万円（△6.7％)の減益となりました。

 

（アジア）

 円高による為替換算上の影響があったものの、タイやインドネシアでの主要客先向け売上高の増加などにより、

売上高は27,636百万円と、前年同四半期に比べ1,678百万円(6.5％)の増収となりました。営業利益は、売上高の増

加などにより3,386百万円と、前年同四半期に比べ1,574百万円(86.9％)の増益となりました。

 

（その他）

 売上高は6,937百万円と、前年同四半期に比べ206百万円(3.1％)の増収となりました。営業利益は、458百万円

と、前年同四半期に比べ344百万円(301.8％)の増益となりました。

 

（２）財政状態に関する説明

 当第１四半期連結会計期間末の総資産は、主に投資有価証券や有価証券の減少により354,080百万円と、前連結

会計年度末に比べ、9,263百万円減少いたしました。負債は141,490百万円と、前連結会計年度末に比べ、103百万

円減少いたしました。純資産は、主に為替換算調整勘定の減少により212,590百万円と、前連結会計年度末に比

べ、9,160百万円減少いたしました。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

 平成29年３月期の連結業績予想につきましては、平成28年４月27日発表の連結業績予想から変更しておりませ

ん。
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

 税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。 

 

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

会計方針の変更

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用） 

 法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対

応報告第32号 平成28年６月17日）を当第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建

物附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

 これによる当第１四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微であります。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成28年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 40,009 48,722 

受取手形及び売掛金 60,130 53,413 

電子記録債権 10,625 10,552 

有価証券 14,516 11,817 

商品及び製品 8,388 8,246 

仕掛品 16,431 15,921 

原材料及び貯蔵品 7,836 7,390 

その他 39,277 39,323 

貸倒引当金 △55 △43 

流動資産合計 197,161 195,343 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 30,961 29,191 

機械装置及び運搬具（純額） 32,371 30,131 

その他（純額） 35,214 34,473 

有形固定資産合計 98,548 93,796 

無形固定資産    

のれん 98 90 

その他 2,381 2,475 

無形固定資産合計 2,480 2,565 

投資その他の資産    

投資有価証券 40,116 36,213 

その他 25,157 26,282 

貸倒引当金 △120 △120 

投資その他の資産合計 65,153 62,375 

固定資産合計 166,182 158,736 

資産合計 363,343 354,080 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年３月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成28年６月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 37,803 36,209 

電子記録債務 18,083 18,173 

短期借入金 1,818 1,676 

1年内返済予定の長期借入金 804 735 

未払法人税等 1,617 2,418 

賞与引当金 7,331 3,852 

製品保証引当金 22,921 21,646 

その他の引当金 283 71 

その他 23,701 29,008 

流動負債合計 114,365 113,793 

固定負債    

長期借入金 807 699 

役員退職慰労引当金 383 302 

退職給付に係る負債 24,158 24,164 

資産除去債務 144 144 

その他 1,733 2,384 

固定負債合計 27,227 27,697 

負債合計 141,593 141,490 

純資産の部    

株主資本    

資本金 22,856 22,856 

資本剰余金 25,600 25,600 

利益剰余金 161,071 162,301 

自己株式 △5,458 △5,455 

株主資本合計 204,069 205,302 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 4,078 2,118 

為替換算調整勘定 1,456 △6,398 

退職給付に係る調整累計額 973 1,107 

その他の包括利益累計額合計 6,509 △3,171 

新株予約権 74 73 

非支配株主持分 11,097 10,385 

純資産合計 221,750 212,590 

負債純資産合計 363,343 354,080 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年６月30日) 

売上高 113,708 109,880 

売上原価 97,364 94,073 

売上総利益 16,343 15,806 

販売費及び一般管理費 9,005 7,703 

営業利益 7,338 8,102 

営業外収益    

受取利息 86 96 

受取配当金 185 183 

持分法による投資利益 201 － 

為替差益 125 － 

その他 125 120 

営業外収益合計 723 401 

営業外費用    

支払利息 30 22 

持分法による投資損失 － 33 

為替差損 － 792 

その他 21 14 

営業外費用合計 52 862 

経常利益 8,009 7,640 

特別利益    

投資有価証券売却益 － 258 

新株予約権戻入益 2 － 

特別利益合計 2 258 

特別損失    

固定資産除売却損 － 72 

減損損失 ※ 1,617 － 

製品保証引当金繰入額 6,100 － 

独禁法関連損失 － 1,216 

特別損失合計 7,717 1,289 

税金等調整前四半期純利益 294 6,610 

法人税等 407 2,410 

四半期純利益又は四半期純損失（△） △112 4,199 

非支配株主に帰属する四半期純利益 233 232 

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△） 
△346 3,966 

 

- 6 -

㈱東海理化(6995)　平成29年3月期　第1四半期決算短信



（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年６月30日) 

四半期純利益又は四半期純損失（△） △112 4,199 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 1,320 △1,994 

為替換算調整勘定 1,092 △8,483 

退職給付に係る調整額 △141 132 

持分法適用会社に対する持分相当額 △18 － 

その他の包括利益合計 2,253 △10,344 

四半期包括利益 2,140 △6,145 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 1,877 △5,714 

非支配株主に係る四半期包括利益 263 △431 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

（四半期連結損益計算書関係）

※ 減損損失

 当社グループは以下の資産グループについて減損損失を計上しております。

前第１四半期連結累計期間（自 平成27年４月１日 至 平成27年６月30日）

場所 用途 種類 金額

ブラジル 生産設備 機械装置及び運搬具等 1,617百万円

 当社グループの減損会計適用にあたっての資産グルーピングは、原則として継続的に損益の把握を実施している

管理会計上の単位である事業部別に行っております。なお、一部の連結子会社については、会社単位を基準として

グルーピングを行っております。この他に、賃貸用資産、遊休資産については、それぞれの個別物件を基本単位と

してグルーピングしております。本社、福利厚生施設等については独立したキャッシュ・フローを生み出さない共

用資産としております。

 当第１四半期連結累計期間において、一部の地域の事業環境は厳しく、生産設備の帳簿価額を回収可能価額まで

減額し、当該減少額を減損損失として特別損失に1,617百万円計上しております。なお、当資産グループの回収可

能価額は使用価値により測定しております。また、使用価値の測定にあたっては、将来キャッシュ・フローを

19.4％で割り引いて算定しております。

 

当第１四半期連結累計期間（自 平成28年４月１日 至 平成28年６月30日） 

 該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自 平成27年４月１日  至 平成27年６月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

              （単位：百万円） 

  報告セグメント その他 

（注）１ 
合計 

調整額 
（注）２ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
（注）３ 

  日本 北米 アジア 計 

売上高                

外部顧客への売上高 52,316 31,597 23,177 107,091 6,616 113,708 － 113,708 

セグメント間の内部
売上高又は振替高 

11,117 93 2,780 13,992 115 14,107 △14,107 － 

計 63,434 31,691 25,958 121,084 6,731 127,816 △14,107 113,708 

セグメント利益 2,625 2,456 1,812 6,895 114 7,010 327 7,338 

（注）１ 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、欧州及び南米の現地法人

     の事業活動を含んでおります。

  ２ セグメント利益の調整額327百万円は、セグメント間取引消去であります。

  ３ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

 その他セグメントにおいて、一部の地域の事業環境は厳しく、生産設備の帳簿価額を回収可能価額まで減額

しております。なお、当該減損損失の計上額は、当第１四半期連結累計期間において1,617百万円でありま

す。

 

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自 平成28年４月１日  至 平成28年６月30日） 

  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

              （単位：百万円） 

  報告セグメント その他 

（注）１ 
合計 

調整額 
（注）２ 

四半期連結 
損益計算書 
計上額 
（注）３ 

  日本 北米 アジア 計 

売上高                

外部顧客への売上高 51,168 27,911 23,941 103,021 6,859 109,880 － 109,880 

セグメント間の内部
売上高又は振替高 

8,965 95 3,695 12,755 78 12,834 △12,834 － 

計 60,133 28,006 27,636 115,777 6,937 122,714 △12,834 109,880 

セグメント利益 1,258 2,291 3,386 6,935 458 7,394 708 8,102 

（注）１ 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、欧州及び南米の現地法人

     の事業活動を含んでおります。

  ２ セグメント利益の調整額708百万円は、セグメント間取引消去であります。

  ３ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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